































































6 /10 大清郵政重慶局投函→ 6 /23 上海局逓送＝日本郵便上海局伝達→ 7 /25 長崎局→ 7 /27 浜田局










を担っていたのに対し，重慶は 1891年に開港場となった後も（ 5 ），外国汽船の航路開設は三峡の険
を経由することもあって遅れた。本格的な開設は20世紀に入るころからであり，それまでは重慶へ
の遡上は，従来からの中国船による輸送に頼らざるを得なかった。能海もこうした船を利用して四
川入りを果たしたのだが，日本郵便の重慶進出は実現せず，同地との手紙のやりとりは，1897年に
開設された大清郵政局の陸路輸送に頼って行われていった。そして，同年に成立した大清郵政の各
国郵便との郵便物交換取扱協定により，未だ万国郵便連合へは加盟する前であったものの，日本な
どとの郵便物の伝達もスムーズに行われ（ 6 ），能海が中国から投函した手紙は確実に日本へと配達
されていったのである。
４ ．おわりに
　中国滞在中の能海と本国とを結び付けた郵便ネットワークは，以上に述べたように日中両国の近
代郵便事業が円滑に業務を展開し，連係することで，郵便配達サービスを提供していった。今回は，
その一端を伺い知ることができたが，よりチベットに近い奥地へと進むにつれ，大清郵政の郵便局
所在地からも遠ざかり，その場合は利用の困難性も深まっていったと考えられる。そうした状況に
ついては，今後の分析課題としたい。
（ 1 ） 徐雪霞『近代中国的郵政』（台北，私立東呉大学中国学術著作奨助委員会，1992年）16~52頁。
（ 2 ） 日本による中国各地への郵便局開設の具体的時期については，前掲徐『近代中国的郵政』28頁等にも
記載があるが，山崎好是編『郵便消印百科事典』（鳴美，2007年）529頁掲載の一覧表が，日付に若干
の誤記があるものの，より詳細な経過を示すものとなっている。
（ 3 ） 前掲徐『近代中国的郵政』98~132頁。
（ 4 ） 切手および消印の判読には，以下の文献を参照した。前掲山崎編『郵便消印百科事典』，日本郵趣協
会『ビジュアル日本切手カタログ Vol.4 普通切手編』（郵趣サービス社，2015年），『中国清代郵票目録』
（中国集郵出版社，1988年），『中国郵票全集　清代巻・中華民国巻』（北京燕山出版社，1988年）。
（ 5 ） これにより，1896年には日本領事館が開設され，1901年には日本租界も設置された。以下，当時の重
慶の交通事情等については，鄧小琴編著『近代川江航運簡史』（重慶地方史資料組，1982年）を参照。
（ 6 ） 前掲徐『近代中国的郵政』176頁。なお，万国郵便連合の加盟国同士であれば相手国の切手貼付は不要
であるが，当時は先に見たように中国側から各国へ送る際には双方の切手を貼るという手間が必要で
あった。
（東洋大学教授／研究員）
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